


えば、観光、宿泊、飲食などのさらなる収入

を得るチャンスにもなります。地方とつな

がりを持つ人が増えれば、商品の販路も広

がります。つまり、高価な返礼品は単に寄付

金の獲得だけが目的ではなく、その先を見

据えての広告戦略の一端であるわけです。

■「ふるさと納税」今後の展望

　過激ともいえる返礼品合戦で市場を拡大

してきた「ふるさと納税」ですが、2017年に

政府から通達が出されたこともあり、新た

な転換期を迎えます。「ふるさと納税」の今

後の展望は3つの予想ができます。

展望１　多種多様な返礼品が登場する

　体験型の返礼品やイベントへの招待、マ

ニア向けのパッケージツアーなど、特産品

のない自治体も人を呼び込むために知恵を

絞って、これまでにない多種多様な返礼品

を打ち出してくると思われます。

展望２　クラウドファンディングと「ふる

　　　　さと納税」を融合

　返礼品ではなく寄付金の使い道を重視す

るという考え方からクラウドファンディン

グ型の「ふるさと納税」が増えてきていま

す。大阪府泉佐野市のホームページでは「練

習場のない日本スケート界を救え！！関空

前にアイスアリーナを！！」という名目で

クラウドファンディングを募っています。

返礼品が送られてくることは従来の「ふる

さと納税」と変わりないのですが、寄付金の

使い方を明確に支持できることが注目さ

れ、2016年度は寄付総額を大幅に増やしま

した。このような流れを受けて、自治体は寄

付金の使途について具体的なメッセージを

示すことが必要となるでしょう。

展望３　「地域商社」の出現

　寄付総額のランキングで常に上位にくる

宮崎県都城市は「ふるさと納税」を足掛かり

に、これまで取引のなかった東京や大阪、名

古屋など大都市の飲食店に地元の食材を卸

し、新たな販路を増やすことに成功してい

ます。同市は地元のさまざまな関係者を巻

き込みながら、地域全体の代表として、地域

の特産品の販路を開拓する「地域商社」の機

能をいち早く持ち始めました。「ふるさと納

税」を軸とした新たなビジネスモデルが生

まれ、確立しつつあります。

　「ふるさと納税が地方にもたらしたもの

は『マーケティング』と『イノベーション』で

ある」と言われています。与えられた財源で

「運営」するというこれまでの考えから脱却

し、自らの知恵と力で「経営」するというイ

ノベーション(革新)の機会を得たというの
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